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第61回日本リウマチ学会総会・学術集会　「全身性エリテマトーデス患者から分離された血漿中circulating microRNA発現の血漿吸着膜を通過することによる変化」

草生 真規雄, 石部 祐介, 塚原 隆伊, 村山 豪, 北垣内 みえ, 午来 美沙, 天野 里沙, 根本 卓也, 河本 敏雄, 今 高之, 関谷 文男, 小笠原 倫大, 建部 一夫, 山路 健, 田村 直人

福岡国際会議場　2017年4月22日

第61回日本リウマチ学会総会・学術集会　「重複症候群/強皮症 全身性強皮症における偽性腸閉塞と予後に関する検討」

今 高之, 松下 雅和, 建部 一夫, 山路 健, 田村 直人　福岡国際会議場　2017年4月22日

第33回医工学治療学会　「アフェレシスで分離されるcirculating microRNAはその分離割合に偏りが生じる可能性がある」　草生 真規雄, 石部 祐介, 村山 豪, 根本 卓也, 河
本 敏雄, 今 高之, 関谷 文男, 小笠原 倫大, 建部 一夫, 山路 健, 田村 直人　島根県くにびきメッセ　2017年4月9日

Shishu Sun, Yuko Takeda, Ann Wylie, Anna Kessy, Linda Snell. International Initiatives for creating a modifiable overseas elective handbook as a helpful
resource for medical schools. 第48回日本医学教育学会大会．札幌コンベンションセンター，2017年8月18日

全著者名、論文名、掲載誌名、掲載年；巻（号）：ページ番号

Katayama Y, Azechi T, Miyazaki M, Takata T, Sekine M, Matsui H, Hanaki H, Yahara K, Sasano H, Asakura K, Takaku T, Ochiai T, Komatsu N, Chambers
HF. Prevalence of Slow-Growth Vancomycin Nonsusceptibility in Methicillin-Resistant Staphylococcus aureus. Antimicrob Agents Chemother. 2017 Oct
24;61(11). pii: e00452-17. doi: 10.1128/AAC.00452-17. Print 2017 Nov.

武田裕子．健康格差時代に求められるプライマリ・ケア医の育成．治療．2017年；99(1)：50－55

発表者名、発表タイトル（題目・演題・課題等）、学会名、場所、発表年月日等

発表者名、発表タイトル（題目・演題・課題等）、学会名、場所、発表年月日等

Yuko Takeda, Linda Snell, Myo Nyein Aung, Anna Tengia Kessy, Joyce Sackey, Ann Wylie. Developing a practical handbook for medical students and
faculty on global health electives: international initiatives. AMEE (An International Association for Medical Education) 2017, Helsinki, Augsut 28, 2017

Takeda Y, Snell L, Nyein Aung M, Kessy A, Wylie A, Sackey J. Developing a practical handbook for medical students and faculty on global health electives:
international initiatives to build reciprocal relationships between sending and host institutions. 14th Asia Pacific Medical Education Conference (APMEC).
National University Singapore. January 14, 2017.

全著者名、論文名、掲載誌名、掲載年；巻（号）：ページ番号

全著者名、書籍名、出版社名、出版年；巻（号）：ページ番号等

武田裕子．女性のライフステージの理解 in 『働く女性のストレスとメンタルヘルスケア』丸山総一郎編．創元社，2017年：１０８－１１２
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武田裕子．どんな医師にかかりたいですか：格差時代のニーズに応える医学教育．第9回宮崎循環器市民講座，宮崎市民プラザ．2017年10月14日

武田裕子．フィジカルアセスメント．H29年度「特定行為研修」看護研修学校秋季入学コース．日本看護協会看護研修学校，2017年12月20日

武田裕子．フィジカルアセスメント．H29年度「特定行為研修」看護研修学校秋季入学コース．日本看護協会看護研修学校，2017年6月5－7日

建部一夫、平成28年度文部科学省大学改革推進事業公開シンポジウム 「国際基準に対応した医学教育認証制度の確立」 －医学教育分野別評価制度　発足に向けて－

講演４：事例発表　順天堂大学　「自己点検評価・実地調査を受けて」　　2017年2月23日 　場所：東京医科歯科大学

建部一夫、順天堂大学保健看護学部　第8回　FD研修会　講演：アクティブラーニング講演　「team-based learning（TBL）実践例　2017年8月2日　場所：順天堂大学保健看
護学部

武田裕子．グローバルな英語教育の実践．第20回日本医学英語教育学会学術集会．名古屋オルクドールサロン．2017年7月23日

武田裕子．SDHと医学生の教育：SDHを理解した未来の医師養成のために．第2回J-HPHカンファレンス．東京有明．2017年10月15日

Yuko Takeda, Sachiko Ozone, Naoko Motohama, Yoshie Hori, Linda Snell. Mid- to long-term impact of overseas elective programs on Japanese medical
graduates: a mixed study methods study. 第48回日本医学教育学会大会．札幌コンベンションセンター，2017年8月18日

高桑郁子，中村あずさ，武田裕子他．健康格差に挑む多職種協働の路上生活者支援活動：ハウジングファースト東京プロジェクト．第8回日本プライマリ・ケア連合学会学術大

会．サンポートホール高松．2017年5月14日

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

武藤優樹，吉田昂平，池井優香，元濱奈穂子，武田裕子．「健康の社会的決定要因（SDH）」と医師の役割に関する医学生の理解・意識・態度－横断的調査研究．第48回日

本医学教育学会大会．札幌コンベンションセンター，2017年8月19日

吉田昂平，武藤優樹，池井優香，武田裕子．健康の社会的決定要因（SDH）学修後に臨床実習に参加して生じた思いの振り返り．第48回日本医学教育学会大会．札幌コンベ

ンションセンター，2017年8月19日

齋藤学，武田裕子．オーストラリアに学ぶ卒後へき地医療研修教育：“ゲネプロ”の試み．第48回日本医学教育学会大会．札幌コンベンションセンター，2017年8月18日

長谷田真帆，武田裕子，近藤尚己他．地域包括ケアと健康の社会的決定要因（健康の社会的決定要因検討委員会企画）．第8回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会．サ

ンポートホール高松．2017年5月13日

武田裕子．自由に活用できる海外選択実習手引書作成：国際協力イニシアティブ．第32回日本国際保健医療学会．東京大学．2017年11月25日．
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その他
（広報活動を含む）

1
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（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3

武田裕子．健康格差時代に必要とされる「仁」の教育．法人だより．順天堂大学．No. 291, 2017年3月

武田裕子．健康格差社会のニーズに応える医療人育成．法人だより．順天堂大学．No. 294, 2017年9月

武田裕子．健康格差の時代にSDHを理解し患者に寄り添える職員育成を．第6回埼玉民医連学術・運動交流集会．埼玉会館．2017年12月17日

武田裕子．フィジカルアセスメント．2017年度「特定行為研修」看護研修学校秋季入学コース．日本看護協会神戸研修センター，2017年12月9日

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

武田裕子．医学教育の展望「健康格差の時代に寄り添える医師を育てる」．インタビュー記事．DOCTORASE. 日本医師会．No.21. 2017


